
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君たちはどう生きるか  
教諭 安 保 晴 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

重点教育目標 自立・自拓 
 
『自立し，自ら将来を 

切り拓ける生徒の育成』 

北斗市立石別中学校 学校通信

Hill of carillon 2024・3・1(Fri) NO.11 

1937 年に発行された吉野源三郎氏の小説『君たちはどう生きるか』2017 年には漫画

化されブームを起こし、200 万部を売り上げたヒット作です。読んだことがある方もきっ

といらっしゃるのではないでしょうか。ちなみに昨年公開されたジブリ・宮崎駿監督によ

る同名映画と小説は内容が全く違うということですが、宮崎監督もこの小説を読み、感銘

を受けたとのことです。 

あらすじは、旧制中学校に通う１５歳の少年コペル君。２年前に父親を亡くし、母親と

お手伝いさんと暮らしています。コペル君はある時、家によく遊びに来る母の弟である叔

父さんから１冊のノートを渡されます。そこには過去に叔父さんが友人と話したり、考え

たりしたさまざまな出来事が記され、それに対する叔父さんからのメッセージが綴られて

いました。 

天文学、化学、物理学、英雄譚…叔父さんとの対話を続けるうち、コペル君は物の見方

や貧困、差別といった社会の構造、人間関係について学びます。 

そして、親友たちとの間に“ある事件”を起こしたコペル君は『どう生きるか』につい

て深く問いかけられることになります。 

 

叔父さんからもらったノートを開くと手紙が入っていました。 

コペル君 

今君は、大きな苦しみを感じている。 

なぜそれほど苦しまなければならないのか。 

それはね、コペル君。 

君が正しい道に向かおうとしているからなんだ。 

「死んでしまいたい」と思うほど自分を責めるのは、 

君が正しい生き方を強く求めているからだ。 

人間てものの、あるべき姿を信じているからだ。 

さあ、コペル君、今こそお答えを見つけよう。 

ここには君が決してゴマ化すことなく考えてきた、気づきと発見が記されている。 

叔父さんのノートを最後まで読んでくれれば、 

きっと君は、自分を取り戻せる。 

あらたな一歩を踏み出せることができる。 

僕たち人間は、自分で自分を決定する力をもっているのだから。 

 

子供たちにとって、次のステップに進むことは期待だけではなく、きっと不安や悩みも
あると思います。進級、進学を迎えるこの時期におススメの１冊でした。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ２月３日（土）は今年度最後の「土曜授業」でした。当日はご多用の中、たくさんの保護者の皆様、ご

参観ありがとうございました。それぞれの授業では、保護者の皆様も授業を参観するだけでなく参加して

いただいた授業もあり、ご協力に感謝いたします。 

 また、カリヨン級では、ちょうど 

「節分の日」であったため、自分の 

心の中にある不安や心配ごとを「鬼」 

に見立てて豆まきをし、全員で追い 

出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年 2 回実施している全校生徒対象の『いじめの把握のためのアンケート調査』についてご報告いたし

ます。第１回目（６月）、第２回目（11 月）の調査では、「嫌な思いをしたことがある」０名、「友達が嫌

な思いをしているのを見たり聞いたりしたことがある」０名、いじめの認知件数は０件でした。 

 いじめ認知件数は「０」でしたが、本校の学校いじめ基本方針に基づき、生徒が安心・安全な学校生活

が送れるよう教職員間で情報共有を図り、いじめの未然防止や早期発見に努めて参ります。いじめは学校

のみならず、家庭や関係施設等が相互に連携・協力を図り、社会全体でいじめの問題に対応する環境づく

りが大切です。保護者の皆様におかれましては、些細なことでもご家庭で何か気になることや、ご心配な

ことがありましたら、学級担任や本校職員にご相談ください。 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合格祈願『お守り贈呈式』から 
2 月 1 日（木）に在校生から、３年生に高校入試の合格祈願として、北斗市の矢不来天

満宮で祈祷された『すべり止めの砂』が手渡されました。文字通り「すべらない」＝合格

の砂です。在校生からは、「自分の夢に近づくように」と励ましの言葉がかけられまし

た。３年生からも「当日緊張せず精いっぱい頑張ってきます」と力強い意気込みを発表し

てくれました。『特別支援学校高等部』、『高等専門学校』『私立高校』への出願や受検も終 

わり、あとは３月 5 日（火）と 6 日（水）に行われる公立高校の一般入試を残すの 

みとなりました。受検を控える生徒にとって、３月は正念場です。 

特に、３年生は今まで積み上げてきた努力があります。 

自分を信じて十分に力を発揮してきてください。 
 

 

 

 

 

『いじめ把握のためのアンケート調査報告』について 

『すべらない砂』プレゼント！進路希望の実現に向けて 

授業参観ありがとうございました 

3 月 21 日（木）は、石別学校
運営協議会兼学校評議員会の企画
による 4 人組音楽ユニット『ル・
ラピス』のミニライブが石別小学
校で行われます。入場無料で 17
時 30 分開場、18 時より開演とな
ります。ぜひ、ご鑑賞ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 15 日（金）は、石別中学校の『第 77 回卒業証書授

与式』が行われます。6 名の 3 年生の皆さん、入学してから

3 年間、あっという間だったのではないでしょうか。また、

卒業を間近に控えた今だからこそ『思うこと・伝えたいこ

と』があふれ出てくるのではないでしょうか。ご来賓や保

護者の皆様、当日はどうか立派に成長し巣立っていく姿にエ

ールを送ってください。 

1（金）安全点検日・ ALT来校 15 （金） 第77回卒業証書授与式・3時間授業・給食無

公立高校合格発表日

3時間授業・給食無

19 （火） 3時間授業・給食無

20 （水） 春分の日
「ル・ラピス」ミニライブ（18時～石別小）
3時間授業・給食無
修了式・離任式

7（木）3年生特別時間割開始（～14日） 3時間授業・給食無
25 （月） 学年末・学年始休業日（～4/5）

21 （木）

22 （金）

※次回の資源回収は4月25日（木）です。

（月）4
1、2年CRT検査（国・数・社）
3時間授業・給食無

（月）18

13 （水）
公立高校追検査・3時間授業・給食無
卒業式総練習・3年生を送る会

5（火）

公立高校一般学力検査日
1、2年CRT検査（理・英）
3時間授業・給食無

公立高校一般面接日
3時間授業・給食無

（水）6


